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第１章 札幌市子ども発達支援総合センター 

１ 概要 

札幌市子ども発達支援総合センターは、お子さんの身体や心の発達、情緒面や行動面の問題に対

して、医療・福祉の一元的な支援を目指すために、札幌市の複数の施設が集まり平成 27年４月１日

に開設した複合施設である。 

児童精神科、肢体不自由児などを対象にした小児科・整形外科などを持つ医療部門に加え、児童

心理治療施設、福祉型障害児入所施設の入所部門、就学前のお子さんのための通所部門として児童

発達支援センターがあり、それぞれの部門が協働しながら一人ひとりのお子さんに対して必要な支

援を考えていく施設となっている。 

 

２ 基本理念・運営方針 

札幌市子ども発達支援総合センター 愛称“ちくたく” 

基 本 理 念 

 札幌市子ども発達支援総合センターは多様な視点による適切かつ高度な支援や関係機関との連携によ

って札幌市全体の支援体制の向上を目指します。 

運 営 方 針 

 札幌市子ども発達支援総合センターは、基本理念をもとに、以下の運営方針にそって、子どもの心と体

のそだちに寄与します。 

 

１． 発達の遅れや障害のある子ども、心の悩みを抱える子ども、子どもの発達に不安を抱える家族に対

し、子どもの体の発達と心の成長の両面からアプローチし、より適切かつ質の高い医療、福祉支援を

総合的に提供します。 

 

２． 施設内の各機能が連携し、より総合的かつ高度な支援を目指し、さらに、保健・医療・福祉・教育

などの関係機関との連携により、その支援技術等をフィードバックし、札幌市全体の子どもの支援体

制の向上を図ります。 

名 前 の 由 来 

 「心・知をはぐくむ（知育）」、「体をはぐくむ（体育）」をかわいらしく表現しました。また、時計の

秒針のようなイメージで、ゆっくり、少しずつでも成長してほしいという思いが込められています。 
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３ 沿革（旧静療院からの沿革） 

明治４０年  後の静療院となる区立札幌病院（現在の市立札幌病院）円山精神病舎を建築 

昭和 ７   円山精神病舎が狭隘となり静療に適さなくなったため、移転・新病棟の建築 

８   精神病棟（静療院）の着工により、精神神経科を内科から分離 

９   静療院の落成（木造平屋型）  

１１   男子患者の保護病室・女子患者の保護病室新設 

２８   男子保護病棟改造工事 

２９   女子保護病棟の増築、防火貯水槽設置 

３０   男女保護病棟の増改築を行う   

３２   西保護病棟便所新設 

３３   西保護病棟補修改造、病棟整備による増床   

３６   静養病棟、旧看護婦宿舎の改築による増床  

３７   本院の事務係を分離し、平岸分院（静療院）に事務係を置く 

４２   札幌市建設５年計画において、平岸分院改築確定 

４６   平岸分院改築工事着手（３か年継続事業） 

４８   静療院の建替工事竣工（木造平屋型から高層集約型へ） 

鉄筋コンクリート造、地上５階、地下１階 

静療院の全面改築を機に小児特殊病棟を開設し、外来及び病棟業務を開始 

４９   札幌市立澄川小学校分教室（情緒障害児学級）開設 

５０   札幌市立平岸中学校分教室（情緒障害児学級）開設 

５３   基準看護（精神特２類）の承認 

５７   「第１種（医療型）自閉症児施設 のぞみ学園」を開設 

平成 ４   第２次５か年計画に静療院病棟再編計画が盛り込まれる 

静療院病棟再編計画（マスタープラン）の策定 

平成 ５   病院名称を「市立札幌病院附属静療院」から「市立札幌病院静療院」に変更  

８   静療院改修工事竣工（平成６年度～平成７年度継続費） 

静療院病棟再編事業完了 

  １７   市立札幌病院パワーアッププラン（精神科医療の再編）策定 

  １８   市立札幌病院中期経営計画（静療院再編計画）策定 

重度認知症デイケア廃止。老人認知症病棟及び成人２階病棟の閉棟 

１９   老人認知症病棟を全面改修し小児特殊病棟として開設 

２１   市立札幌病院新パワーアッププラン策定          

２１   自閉症児病棟（のぞみ学園）改修工事 
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平成２２年  成人部門の本院への移転統合が決定（平成 24 年度当初を予定） 

       のぞみ学園の改修拡張工事（旧小児棟２階部分）が完了し供用を開始 

  ２４．４ 成人部門が市立札幌病院へ移転統合し、児童部門のみが現在地で診療開始 

病院局（企業会計）から保健福祉局（一般会計）に移管され、名称を「札幌市児童心療

センター」に変更 

２５．12 市長副市長会議において、外来部門の継続・病棟の福祉施設化の方針決定 

２６．３ 札幌市障がい児・者支援複合施設改修工事竣工 

     小児特殊病棟及び自閉症児病棟（のぞみ学園）休棟 

２６．５ 保健福祉局知的障害者更生相談所（まあち）及び子ども未来局児童療育課 

かしわ学園、ひまわり整肢園が児童心療センター庁舎に移転 

２７．３ 子ども未来局発達医療センターが児童心療センター庁舎に移転 

   札幌市児童心療センター（病院）の廃止 

     発達医療センターが休診 

２７．４ 札幌市子ども発達支援総合センター（愛称：ちくたく）開設 

機構改革により子ども未来局発達医療センターが移管され児童心療センター外来部門と

併せ、札幌市子ども心身医療センター（無床診療所。児童精神科・小児科・整形外科・

眼科・耳鼻咽喉科）開設 

発達医療センターは１年間休診 

機構改革により子ども未来局の４通園施設（はるにれ学園、かしわ学園、みかほ整肢園、

ひまわり整肢園）が保健福祉局に移管 

小児特殊病棟が児童心理治療施設（愛称：ここらぽ）として、自閉症児病棟（のぞみ学園）

が福祉型障害児入所施設（愛称：さぽこ）として、業務開始 

発達医療センター移転に伴う通園困難者対策として、シャトルバス運行開始（南平岸駅－

札幌市子ども発達支援総合センター間） 

２８．４ 発達医療センターが再開 

令和 ２．４ みかほ整肢園の管理運営を指定管理者制度へ移行 
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４ 組織機構図  

令和７年４月１日現在 

 

 
 
 
 
 
 

管理担当部長 主査（栄養指導）

子ども発達支援総合
　　　センター所長

地域支援課長 企画係長

はるにれ学園長

かしわ学園長

ひまわり整肢園長

検査担当課長 検査担当係長

子ども心身医療担当部長 子ども心身医療課長 児童精神心療係長

児童心療担当部長 児童心療担当課長 相談連携担当係長

児童心理治療課長 心理治療係長

診療担当部長 調整担当課長 心療看護担当係長

診療担当部長 発達医療診療担当係長

診療担当部長 リハビリテーション係長

副主幹

発達医療担当部長 診療担当課長 発達医療診療係長

発達医療担当部長 リハビリテーション担当係長

生活支援担当係長

自閉症児支援課長 発達支援係長

生活支援担当係長
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５ 予算・決算 

（１）歳入 

（単位：千円） 

科目 予算 決算（見込） 

使用料   

 保健福祉庁舎施設等使用料 350 151 

 児童発達支援施設使用料   

  かしわ学園 55,853 42,841 

  はるにれ学園 53,689 39,291 

 医療型児童発達支援施設使用料   

  ひまわり整肢園 9,687 9,247 

 子ども心身医療センター使用料 127,698 128,135 

 発達医療センター使用料 33,806 27,866 

 児童心理治療施設使用料 63,302 62,079 

 福祉型障害児入所施設使用料   

  福祉型障害児入所施設使用料 15,629 4,994 

  福祉型障害児入所施設措置費 38,499 53,254 

手数料   

 子ども心身医療センター手数料   

  外来文書料 1,268 1,316 

 発達医療センター手数料   

  外来文書料 293 198 

保健福祉費雑入   

 保健福祉その他雑入 2,295 244 

合計   402,369 369,616 
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（２）歳出 

（単位：千円） 

事業名 予算 決算（見込） 

子ども発達支援総合センター運営費 429,415 440,732 

児童心理治療センター運営費 33,302 24,122 

自閉症児支援センター運営費 28,440 24,727 

児童心理治療センター改修費 11,000 10,429 

かしわ学園運営費 7,427 5,925 

はるにれ学園運営費 10,318 7,714 

ひまわり整肢園運営費 7,334 4,194 

合計 527,236 517,843 
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６ 概要図 
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７ 敷地面積等 

（１）施設概要 

所在地 062-0934 札幌市豊平区平岸４条 18 丁目１番 21 号 

電話  011（821）0070   FAX  011（821）0241 

ちくたく（平岸庁舎）の構成施設 

・子ども心身医療センター 

・かしわ学園（児童発達支援センター） 

・ひまわり整肢園（児童発達支援センター） 

・児童心理治療センター“ここらぽ”（児童心理治療施設） 

・自閉症児支援センター“さぽこ”（福祉型障害児入所施設） 

 

以下別庁舎（札幌市児童福祉総合センター） 

所在地 060-0007 札幌市中央区北７条西 26 丁目 

・発達医療センター（３階） 

・はるにれ学園（児童発達支援センター）（１階） 

 

（２）敷地面積・延床面積 

ア 敷地面積 

子ども発達支援総合センター庁舎 31,739m2 

（駐車場 2,567 m2、第２かしわ学園用地 4,116.98 m2、のぞみ分校賃貸契約部分面積を含む） 

のぞみ分校（教育委員会と賃貸契約）敷地面積 2,162.8191 m2、延床面積 1,795.254 m2 

 

イ 延床面積 12,782.23 m2 

管理棟 2,246.49 m2（鉄筋コンクリート造３階建） 

Ｂ棟 5,848.0 m2（鉄筋コンクリート造５階建）、Ｃ棟 1,198.59 m2（鉄筋コンクリート造２階建） 

Ｄ棟（自閉症児支援センター“さぽこ”）899.44 m2（鉄筋コンクリート造２階建） 

Ｅ棟（児童心理治療センター“ここらぽ”）1,435.82 m2（鉄筋コンクリート一部鉄骨造１階建） 

体育館 240.73 m2（鉄骨造１階）、ボイラー機械室 194.75 m2（１階、地下１・２階） 

自家発電室 31.5 m2（１階）、排水ポンプ室 10.89 m2  (１階) 

灯油保管庫 6.58 m2  (１階)、ひまわり整肢園棟 517.95 m2（鉄骨造２階建） 

渡り廊下（５か所）151.49 m2（１・２階） 

 

ウ その他（延床面積から除く） 

バス用車庫（大）78.47 m2（１階） 

バス用車庫（小）36.73 m2 （１階） 

公用車用車庫 9.60m2（１階） 

 


